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においても、【146】【147】【148】【149】【150】【151】【15２】【153】の 8 項を 1 つにまとめてい
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るが、漢文の科文に従うと、【146】、【147】【148】【149】、【150】【151】、【15２】、【153】 5 つに
分けられ、【146】は続く 6 つより 1 つ下の構造に属し、【153】は 1 つ上の構造に属するもので
ある。これらのことから、チベット語訳者は漢文の科文構造を理解していなかったことがわか
る。さらに、末尾の［1２8］では、【159】と【160】が 1 つに、［1２9］では、【161】【16２】【163】




























































































































































とを請願され、境に執着する者は貧困を起こしているので、7 つである。 1 つにして「神力品」
で説かれている（２6）。
［36］経に、「それは東の一万八千の仏国土」と言うものから「光明が悉く遍満して現れた」






















































































かにする」と言うまでには（61）、顕現させられるものが説かれており、 6 部に分けられる。 1
偈半により六趣が説かれ、半偈により仏世尊が説かれ、その次に 6 偈半により法を聞くことが























初の15偈により六波羅蜜が説かれ、 ２ 偈により 8 風で揺れないことが説かれており、 6 偈によ
り布施が説かれ、その次の ２ 偈により戒が説かれ、その次の ２ 偈により忍と精進が説かれ、そ
の次の ２ 偈により禅定が説かれ、その次の 3 偈により智慧が説かれている。布施にも 3 種あり、
4 偈により外の財産による利益が設定され、その次の 1 偈により内の利益が設定され、その次
の 1 偈により内外両方の利益が設定されている。最初の 4 つにも、七宝の布施と、 8 つの珍宝















































































































































































































































る。２9偈により享受の大きな原因が説かれ、 9 偈により 4 因が説かれ、最初にも 4 種で、最初
の２0偈により同じ奇瑞が説かれ、その次の 4 偈により涅槃が異なることが説かれ、また ２ 偈半















かれており、最初の 5 偈半により六趣が説かれており、 3 偈により仏を見ることが説かれ、 1




























ニユタの仏を見る。第 ２ の劫で宝髻仏を見て、また76ニユタの仏を見る。第 3 の劫で燃灯仏を
見て、77ニユタの仏を見る（２16）。




6 偈により（２19）念の原因が説かれており、最初の 1 偈により 8 王子に意趣が説かれ、その次の
5 偈により、800の衆会に意趣が説かれている（２２0）。
［1２6］経に、「以前のその善逝の子」と言うものから「諸方に知られる」までは（２２1）、衆会























［２9］Skt. 5.7-8; Tib. 5.7-8; Chin. ２b7.







（ 6 ）　［30］Skt. 5.8-9; Tib. 5.8-10; Chin. ２b7-9.
（ 7 ）　チベット語訳者は『摂大乗論』無性釈（T. 1598, 380b5）と、後に「對法」として引用される『阿
毘逹磨雑集論』からの引用（T. 1606, 743c２6-744a7）を 1 つにまとめている。Cf. Nathmal Tatia, 
Abhidharmasamuccaya-bhās
̇
yam, Patna: Kashi Prasad Jayaswal Research Institute, 1976, p. 96.3-11.ま
た、『摂大乗論』とされる「亦乗亦大故大乗」の句は、『入中論釈』（D. 386２, ’A 345a4-5）、『中辺分別論
85身延山大学仏教学部紀要第19号　平成30年10月
註疏』（D. 403２, Bi ２88a5）、『菩薩地註』（D. 4044, ’I 141b5）、『二十論註疏』（D. 4065, Shi 17２a7）など
にも見られる。
（ 8 ）　『法華論』の対応箇所に関しては、 ２ つの漢訳の対応箇所を指摘しておく。
T. 1519, 3a２0-２1: 此十七句法門是總餘句是別
T. 15２0, 1２c5-6: 此十七句法門者是總餘句是別故
（ 9 ）　T. 1519, ２c14-15: 功徳應知何等十七云何顯示一名無量義經者成就字義故
T. 15２0, 1２b4-5: 一名無量義經者成就字義故以此法門説彼甚深妙境界法故
（10）　T. 1519, 3a10-18: 十六名妙法蓮華經者有二種義何等二種一者出水義以不可盡出離小乘泥濁水故又復
有義。如彼蓮華出於泥水喩諸聲聞得入如來大衆中坐如諸菩薩坐蓮華上聞説如來無上智慧清淨境界得證如
來深密藏故二華開義以諸衆生於大乘中其心怯弱不能生信是故開示諸佛如來淨妙法身令生信心故






















































（1２）　［31］Skt. 5.9-11; Tib. 5.10-11; Chin. ２b9-10.
（13）　漢文は、後者の「吉祥座」とする。
（14）　T. 1519, 3a２4-２6: 何等法説法依三種法故一者依三昧成就三昧成就二種示現一者成就自在力身心不動
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故二者離一切障隨自在力故
T. 15２0, 1２c7-11: 示現依何等法説法依三種法故一依三昧成就故以三昧成就二種示現何等爲二一者成就自
在力身心不動故二者離一切諸障隨自在力故
（15）　T. 1519, 3a２7-２9: 此自在力復有二種一爲隨順衆生不見對治攝取覺菩提分法故二爲對治無量世來堅執
煩惱故
T. 15２0, 1２c11-13: 在力故此自在力有二種一者爲隨順衆生示現對治攝取覺菩提分法故二者爲對治無量世
來堅執煩惱故
（16）　T. 1519, 3b1-3: 入於無量義處三昧身心不動如是等故二者依器世間三者依衆生世間震動世界及知過去
無量劫事如是等故























































（２4）　［35］Skt. 6.6; Tib. 6.7; Chin. ２b16-17.
（２5）　T. 1519, 3b6-9: 依止説因成就者爲諸大衆示現異相不思議事大衆見已生希有心渇仰欲聞生如是念如來
今者應爲我説故名依止説因成就
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（33）　［39］Skt. 6.13-7.1; Tib. 6.1２-7.1; Chin. ２b２1-２3.
（34）　T. 1519, 3b２0-２1: 塔故行菩薩道者教化衆生依四攝法方便攝取















































（40）　［4２］Skt. 4.6-1２; Tib. 7.7-13; Chin. ２b２6-２9.
漢文はこのセクションを ２ つに分けて（２b２6-２7, ２7-２9）注釈を行っているが、チベット語訳は引用文
も 1 つにまとめている（［4２］＝【53・54】）。
92 チベット語訳『妙法蓮華註』「序品」和訳⑵（望月）
（41）　T. 1519, 3b２3-２5: 問一人者多人欲聞生希有心是故唯問文殊師利
T. 15２0, 13a15-16: 自此以下示現大衆現前欲聞法成就問一人多人欲聞生希有心是故唯問文殊師利
（4２）　T. 1519, 3b２5-２7: 如是示現世尊弟子隨順於法不相違故今佛世尊現神變相者爲何等義爲説大法故現大
相以爲説因
T. 15２0, 13a17-19: 如是示現世尊弟子隨順法不相違故今佛世尊現神變相者爲何等義爲現大相因故爲大相
者
（43）　T. 1519, 3c5-7: 殊師利能記彼事故以文殊師利所作成就因果成就現見彼法故所作成就者此有二種一者
功徳成就二者智慧成就





















（47）　［44］Skt. 8.3-5; Tib. 8.3-4; Chin. c3-5.
（48）　683c9-11:【56】經 爾時彌勒至文殊師利言 賛曰下第三段雙申兩意發問先因有二初長行後重頌長行有
二此初雙申兩意

























（57）　［49］Skt. 9.1-２; Tib. 9.1-２; Chin. ２c1２-14.
（58）　684a２4-２5:【60】經 而此世界至得未曾有 賛曰初二句頌動地後一頌頌四衆歡喜













（63）　［5２］Skt. 9.8-1２; Tib. 9.8-1２; Chin. ２c18.
（64）　684b２5-２8:【63】經 又覩諸佛聖主師子 賛曰此半頌明見佛師子即聖主聖主即諸佛以下釋上無畏自在
名師子冥眞洞俗名聖主衆聖之主即諸佛也





（67）　［54］Skt. 10.1-6; Tib. 10.1-6; Chin. ２c２3-3a4.
（68）　684c11-14:【65】經 若人遭苦至爲説淨道 賛曰此聞三乘聲聞獨覺菩薩如次配此三頌厭音於艶反厭淤
猶足而不欲復爲也有作厭於鹽反飽也













































（77）　［59］Skt. 11.13-14; Tib. 11.13-14; Chin. 3a18-19.
（78）　686a8-10:【70】經 或見菩薩至樂誦經典 賛曰此一頌忍讀誦經典思惟法義諦察法忍擧難偏説攝餘二忍
謂耐怨害忍安受苦忍







（81）　［61］Skt. 1２.3-6; Tib. 1２.3-6; Chin. 3a２1-２3.
（8２）　686a２２-２5:【7２】經 又見離欲至讃諸法王 賛曰此二頌定離憒鬧故常處空閑由安住靜慮故深修禪定引
發靜慮故得五神通由辦事靜慮故讃諸法王此三必由離欲方得
（83）　［6２］Skt. 1２.7-8; Tib. 1２.7-8; Chin. 3a２4-２5.
（84）　686a２6-２9:【73】經 復見菩薩至聞悉受持 賛曰下三頌頌慧此一加行智妙達實相故智深音樂不壞故志
固又思慮遠故智深不休息故志固加功能問聞並能持











（89）　［65］Skt. 1２.15-16; Tib. 1２.15-16; Chin. 3a２9-b1.
（90）　686b２5-２9:【76】經 又見菩薩至令入佛道 賛曰此三悲接物悲謂拔苦有情縁悲縁有情起行有多種生亦
無窮偏擧一行濟重苦生故言放光濟地獄苦餘二悲行法縁無縁准此亦成下當具顯





















































（107）　［74］Skt. 15.２-3; Tib. 15.２-4; Chin. 3b２5-２6.
（108）　687c２4-２5:【85】經 諸天龍神至常以供養 賛曰此明八部供養
（109）　［75］Skt. 15.4-6; Tib. 15.3-5; Chin. 3b２6-２8.
（110）　687c２6-２9:【86】經 文殊師利至其華開敷 賛曰此二頌結造塔勝因造塔故國界殊特塔迥高嚴衆寶綵飾
如天帝釋圓生樹王花開之時瑞嚴絶比迥光諸樹故以爲喩
（111）　［76］Skt. 15.7-8; Tib.15.5-8; Chin. 3b２9-c２.
（11２）　688a1-5:【87】經 佛放一光至照無量國 賛曰下大文第二段有八頌頌請分二初四頌牒奇興問後四頌推
事請答初中復二初二頌牒近遠兩立奇後二頌擧見二事問此初也初頌牒見近奇後頌牒見遠奇
（113）　［77］Skt. 15.9-10; Tib. 15.9-10; Chin. 3c２-5.
（114）　688a6-9:【88】經 我等見此至放斯光明 賛曰此二頌擧見二事問初頌牒自他之兩見後頌擧此彼之被瞻
疑意若斯放光何故此被瞻者欣我問故彼被瞻者希仁答故
（115）　［78］Skt. 15.11-1２; Tib. 15.11-1２; Chin. 3c5-6.
（116）　688a10-14:【89】經 佛子時答至演斯光明 賛曰下推事請答分四初一頌推時請答次一頌推事請答次一
頌擧事極大後一頌正請彼答此初也四衆欣渇冀聞勝道願決令喜今正是時凡説法者必逗機故
（117）　［79］Skt. 15.13-16.5; Tib. 15.13-16.4; Chin. 3c6-9.
（118）　688a15-17:【90】經 佛坐道場至此非小縁 賛曰初頌推二事請答一妙法二授記後頌明事極大見佛及淨
土此非小縁故
（119）　［80］Skt. 16.5-8; Tib. 16.3-6; Chin. 3c9-10.
（1２0）　688a18-２0:【91】經 文殊當知至爲説何等 賛曰正請彼答唯見瞻仁獨悕仁答前瞻此彼問答之者雙瞻此
獨瞻仁願決衆之疑網故也
（1２1）　［81］Skt. 16.9-10; Tib. 16.7-8; Chin. 3c11-1２.
（1２２）　T. 1519, 3c17-２3: 文殊師利以宿命智現見過去因相果相成就十事如現在前是故能答彌勒菩薩云何現
見過去因相謂文殊師利自見己身曾於彼彼諸國土中處處修行種種行事故云何現見過去果相謂文殊師利自見
己身是過去世妙光菩薩於彼佛所聞此法門爲衆生説故









（1２4）　［8２］Skt. 16.10-1２; Tib. 16.9-10; Chin. 3c1２-14.
（1２5）　T. 1519, 3c18: 現見過去因相果相成就十事如現在前
T. 15２0, 13b7: 現見過去因果相成就十種事如現在前
（1２6）　T. 1519, 3c２4: 爲成就十事一者現見大義因成就
T. 15２0, 13b1２-13: 就十種事者何等爲十一者現見大義因成就
（1２7）　T. 1519, 4a6-9: 八者欲説大法此八句欲示現如來欲論大法等故何等名爲八種大義謂有疑者爲斷疑故
已斷疑者増長淳熟彼智身故


























（1２9）　［83］Skt. 16.1２-17.1; Tib. 16.1２; Chin. 3c14-16.





（131）　［84］Skt. 17.1-7; Tib. 17.1-7; Chin. 3c16-17.
（13２）　689a18-２1:【96】經 欲令衆生至故現斯瑞 賛曰此釋其意放光何意欲令聞知難信法故昔説二眞今談一
實令捨舊極取今新極故名難信不但信難義旨亦難
（133）　［85］Skt. 17.8; Tib. 17.8; Chin. 3c17-18.
（134）　T. 1519, 4a２1: 現見希有因成就者以無量時不可得故
























































（14２）　［89］Skt. 18.２-6; Tib. 18.２-6; Chin. 3c２6-4a1.
漢文はこのセクションを ２ つに分けて（3c２6-２9, ２9-4a1）注釈を行っているが、チベット語訳は 1 つに
まとめている（［89］＝【101・10２】）。
（143）　T. 1519, 4a２9-b1: 現見勝妙因成就者示現諸佛及諸菩薩自受用故




（145）　［90］Skt. 18.6-19.２; Tib. 18.6-.19.２; Chin. 4a1-２.
（146）　T. 1519, 4b3-5: 現見受用大因成就者是時王子受勝妙樂各捨出家復彼大衆於爾許時心不疲倦故









（148）　［91］Skt. 19.２-5; Tib. 19.２-4; Chin. 4a２-4.
（149）　691a15-17:【104】經 一名有意至八名法意 賛曰此列八名分爲四雙一大智大悲雙二了有了空雙三進
善破惡雙四達僞知眞雙如次配之






（15２）　［93］Skt. 19.7-10; Tib. 19.6-10; Chin. 4a5-8.
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（154）　［94］Skt. 19.11-1２; Tib. 19.11-13; Chin. 4a8-9.
（155）　691b13-15:【109】經 是時日月至佛所護念 賛曰第二同時成也夫説法華必先説無量義故名時至示爲
菩薩説也
（156）　［95］Skt. 19.13-２0.1; Tib. 19.13-15; Chin. 4a10-11.
（157）　691b16-18:【110】經 説是經已至身心不動 賛曰下第三同威儀成有三一佛入定二器世間三有情世間
此初也
（158）　［96］Skt. ２0.1-4; Tib. ２0.1-4; Chin. 4a11-13.
（159）　691b19:【111】經 是時天雨至六種震動 賛曰器世間也
（160）　［97］Skt. ２0.4-7; Tib. ２0.4-8; Chin. 4a14-17.
（161）　691b２0-２1:【11２】經 爾時會中至一心觀佛 賛曰有情世間也
（16２）　［98］Skt. ２0.8-10; Tib. ２0.8-10; Chin. 4a18-19.
（163）　691b２２-２4:【113】經 爾時如來至是諸佛土 賛曰第四同説因成有三一放光二照境三所見如今所見是
諸佛土是也
（164）　［99］Skt. ２0.10-14; Tib. ２0.10-13; Chin. 4a19-２２.













（169）　［101］Skt. ２0.16-２1.5; Tib. ２0.15-２1.4; Chin. 4a２3-２8.
















（173）　［103］Skt. ２1.11-1２; Tib. ２1.11-13; Chin. 4b２-3.
（174）　69２a13-15:【1２1】經 時有菩薩至即授其記 賛曰第三當成佛記有二一標二記此初也含持衆善故名徳
藏
（175）　［104］Skt. ２1.13-14; Tib. ２1.13-14; Chin. 4b3-7.










（177）　［105］Skt. ２1.15-18; Tib. ２1.14-15; Chin. 4b7-9.
（178）　T. 1519, 4b10-11: 佛滅度後無量時説故
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T. 15２0, 14a3: 佛滅度後無量時説法故
（179）　69２b3-7:【1２5】經 日月燈明佛八子至三菩提 賛曰第三善堅實如來法輪因也論云佛滅度後無量時説
故教化之令其堅固即入八地堅固乃是不退義故不爾如何今已成佛或入初地得不壞信名堅固故
（180）　［106］Skt. ２1.18-２２.3; Tib. ２1.16-２２.２; Chin. 4b9-10.
（181）　69２b8-11:【1２6】經 是諸王子至皆成佛道 賛曰第四能進入因論云彼諸王子得大菩提故供養者修財法
行諸佛者所遇良縁要遇良縁深修妙行方成佛故
（18２）　［107］Skt. ２２.3-8; Tib. ２２.3-7; Chin. 4b10-15.








（184）　［108］Skt. ２２.8-11; Tib. ２２.7-9; Chin. 4b15-16.
（185）　69２b２6-２9:【130】經 彌勒當知至汝身是也 賛曰上委陳同事答下明古今相即答自身所●事因也論云
以文殊自身受勝妙樂故此中有二一即人二即法此初也
（186）　［109］Skt. ２２.11-16; Tib. ２２.9-13; Chin. 4b16-18.
（187）　69２c1-２:【131】經 今見此瑞至佛所護念 賛曰此即法總結答也










（19２）　［11２］Skt. ２3.9-10; Tib. ２3.8-9; Chin. 4b２7-２8.
（193）　69２c２3-２4:【134】經 時佛説大乘至而爲廣分別 賛曰第二時成








（198）　［115］Skt. ２3.15-２4.２; Tib. ２3.14-２4.２; Chin. 4c5-6.
（199）　693a6-8:【137】經 佛放眉間光至萬八千佛土 賛曰下十頌半説因成有三二句放光二句照境九頌半如
今所見是諸佛土此初二也









（２04）　［118］Skt. ２4.5-6; Tib. ２4.5-6; Chin. 4c10-13.
（２05）　693a２6-２7:【140】經 及見諸天人至端嚴甚微妙 賛曰此二頌中初見八部供養後見佛也
（２06）　［119］Skt. ２4.7-8; Tib. ２4.7-8; Chin. 4c14-15.
（２07）　693a２8-b1:【141】經 如淨琉璃中至敷演深法義 賛曰此聞法也佛放光自映或衆映佛此方遙見如琉璃
中現金像説法也
（２08）　［1２0］Skt. ２4.9-２5.２; Tib. ２4.9-２5.２; Chin. 4c16-２8.














（２13）　［1２２］Skt. ２5.7-２6.11; Tib. ２5.7-２6.11; Chin. 5a4-２6.
漢文はこのセクションを 8 つに分けて（Chin. 5a4-7, 8-11, 1２-13, 14-15, 16-17, 18-２0, ２1-２4, ２5-２6）注
釈を行っているが、チベット語訳は 1 つにまとめている（［1２２］＝【146・147・148・149・150・151・
15２・153】）。




















（２17）　［1２4］Skt. ２7.1-3; Tib. ２7.1-3; Chin. 5a２9-b1.
（２18）　694a6-7:【155】經 供養諸佛已至轉次而授記 賛曰此第三能進入因後得作佛故









（２２3）　［1２7］Skt. ２7.11-15; Tib. ２7.11-15; Chin. 5b9-13.
（２２4）　694a２0-２２:【158】經 亦行衆善業至其數無有量 賛曰頌淨因有二初五句憶淨五因後五句憶淨二果
（２２5）　［1２8］Skt. ２8.1-２; Tib. ２8.1-２; Chin. 5b14-17.





（２２7）　Tib.: byang chub gang ’dir zhugs; SDP: byang chub sems dpa’byang chub ’dir zhugs pa.
（２２8）　［1２9］Skt. ２8.3-1２; Tib. ２8.3-1２; Chin. 5b18-２3.












玄賛（T34） 経 妙法華（T9） 科文 名目（英数字は偈頌数） 経論章疏（重複を除く）等の引用・言及
677a5 【040】 6-F-1-5 衆成就中文段為二
6-F-1-5-1 上来列衆
6-F-1-5-2 此明仏所威儀
677a6 6-E-2 論解衆成就中有四 ［法華］論
6-E-2-1…3 上已解三
677a7 6-E-2-4 此為第四 ［法華論］（2c8f）
677a7 2b7 6-F-1-5-2-1 「四衆」
6-F-1-5-2-1-1 古云 法華義疏（有人言）
6-F-1-5-2-1-2 顗師云 妙法蓮華経文句
677a13 2b13 6-F-1-5-2-1-3 「比丘，比丘尼，優婆塞，優婆夷」 此後文（法華経）




677a18 6-E-2-4-1-1 前後 ［法華］論,［法華］経
［6-F-2］ ［後五別序（6-E-3 … -7）］
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677a25










677b1 6-E-3-4 時至 法華［経］，無量義［経］
677b2 2b8 6-E-3-A 「大乗経」（此是通句）
677b3 6-E-3-A-1 十二門論六義名大乗 十二門論




677b23 2b8-9 6-E-3-B 「名無量義」等三句（余是別句）
677b24-25 6-E-3-B-1 正法華中唯有二句 正法華［経］
677b25 6-E-3-B-2 論牒経有十七名 ［法華］論
677b25 6-E-3-B-2-0 正合論文 ［法華］論




















678a26 6-E-3-B-2-17 十七最上法門 ［法華］論




678b8 6-E-3-C 問答（有五解） 無量義経，妙法蓮華［経］
678b11 6-E-3-C-1 一 彼経（無量義経），此経（妙法蓮華経）
678b21 6-E-3-C-2 二 無量義経，妙法蓮華［経］
678b26 6-E-3-C-3 三 法華［経］
678b28 6-E-3-C-4 四 下経（法華経譬喩品），［法華］論，勝鬘［経］




【042】 2b9-10 6-E-4 第四所依説法随順威儀住成就 無量義経，般若［経］
678c23 6-E-4-A 住 ［法華論］，無量義経，般若［経］
678c28 2b9 6-E-4-B 「坐」有二相
6-E-4-B-1 一降伏坐
6-E-4-B-2 二吉祥坐
679a1 2b9 6-E-4-C 「加」




679a7 2b10 6-E-4-E 梵云三摩地（「三昧」）
679a10 2b10 6-E-4-F 「処」
679a10 2b9-10 6-E-4-G 「無量義」
679a12 6-E-4-1 論解一依三昧成就有二義 ［法華］論
679a12 6-E-4-1-1 一者成就自在力身心不動故
679a16 6-E-4-1-2 二者離一切障随自在力故
679a19 6-E-4-1-1-0 論次別釈前自在力有二 ［法華］論
679a20 6-E-4-1-1-1 一随順衆生不見対治摂取覚菩提分法故
679a24 6-E-4-1-1-2 二為対治無始世来堅執煩悩故
679a25 6-E-4-1-1-2-1 堅執煩悩 ［法華論］
679a29 6-E-4-1-3 論又解云 ［法華］論
679b3 6-E-4-H 問答1（有十義）
679b15 6-E-4-I 問答2（何因不入法華三昧） 般若［経］，能断経，法華［経］，無量義経
679b29 【043】 2b10-12 6-E-4-2 器世間（有二）
679c1 6-E-4-2-1 一雨華
679c1 2b11 6-E-4-2-1-1 「曼陀羅」
679c2 2b11 6-E-4-2-1-2 「曼殊沙」
679c4 2b11 6-E-4-2-1-3 「摩訶」
679c4 6-E-4-2-1-4 四華 新翻経
679c6 2b10 6-E-4-2-1-5 「天雨」 有云
679c7 6-E-4-2-1-6 華有五徳
679c7 6-E-4-2-1-6-1 一掩蔽臭悪




679c12 6-E-4-2-1-7 唯雨此華非余華者 此経（法華経）
679c14 6-E-4-2-1-8 又将開一乗…為権迹故
679c15 6-E-4-2-1-9 雨四華…顕衆当亦成四
679c22 【044】 2b12 6-E-4-2-2 二動地［/処］
679c23 2b12 6-E-4-2-2-1 「普仏世界［皆動］」 下頌（法華経序品）





680a9 6-E-4-2-2-3-A 此各有三名十八相動 般若経
680a14 6-E-4-2-2-4 勝思惟梵天経説有七因 勝思惟梵天経





680a21 2b13 6-E-4-3-A 梵云鄔波索迦，鄔波斯迦（「優婆塞，優婆
夷」）
680a25 2b13-14 6-E-4-3-B 「夜叉」
680a28 2b14 6-E-4-3-C 梵云莫呼洛伽（「摩睺羅伽」）
680b1 2b15 6-E-4-3-D 「転輪聖王」有四 仁王経，十地経，正法念経，瑜伽［師地論］
680b8 2b15-16 6-E-4-3-E 「得未曾有，歓喜合掌，一心，観仏」
6 6 1 c 1 9 , 
680b11
【046】 2b16-17 6-E-5 第五依止説因成就





680b29 2b16 6-E-5-1-1 「眉」
680b29 2b16 6-E-5-1-2 「間」
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680c1 2b16 6-E-5-1-3 「白」
680c1 2b17 6-E-5-1-4 「豪」 観仏三昧海経
680c7 2b17 6-E-5-1-5 「光」有七義 涅槃［経］，上生［経］
680c14 6-E-5-1-6 神境智通有十八変
680c19 6-E-5-1-7 変 法華経神力品
680c23 【047】 2b17-18 6-E-5-2 二照境
680c24 2b17 6-E-5-2-1 唯「照東方」 法華経，［華厳経］，正法華［経］
680c29 2b17 6-E-5-2-2 「萬，八」 此経（法華経）
681a5 2b18 6-E-5-2-3 「下照地獄，上至天」
681a8 2b18 6-E-5-2-4 梵云阿鼻至
681a10 2b18 6-E-5-2-5 梵云捺落迦
681a12 2b18 6-E-5-2-6 梵云阿迦抳瑟揥
681a15 2b17 6-E-5-2-7 「靡」









681a24 2b19 6-E-5-3-A-1 一覩生死沈淪（［1］「六趣衆生」以六門
分別）
681a26 6-E-5-3-A-1-1 一釈名
681a28 6-E-5-3-A-1-1-1 天 地持［経］，倶舎［論］
681a29 6-E-5-3-A-1-1-2 人 涅槃経，雑心（雑阿毘曇心論）
681b1 6-E-5-3-A-1-1-3 餓鬼 雑心［論］
681b3 6-E-5-3-A-1-1-4 畜生 倶舎［論］
681b5 6-E-5-3-A-1-1-5 梵云捺落迦 地持［経］，雑心［論］
681b9 6-E-5-3-A-1-1-6 梵云阿素落





















681c9 【050】 2b21-23 6-E-5-3-A-2-3-2 二［5］菩薩
681c10 2b22 6-E-5-3-A-2-3-2-1 「因縁」
681c14 2b22 6-E-5-3-A-2-3-2-2 「信解」
681c15 2b22 6-E-5-3-A-2-3-2-3 「相貌」
681c21 2b22-23 6-E-5-3-A-2-3-2-4 「行菩薩道」 ［法華］論




682a12 6-E-5-3-A-2-3-2-5-4 四同事 無垢称疏（般若波羅蜜多心経幽賛の誤りか）
682a20 【051】 2b23-24 6-E-5-3-A-3 三覩滅後行化（有二）
682a21 6-E-5-3-A-3-1 一［6］入滅




















682b23 6-E-5-3-A-3-1-B-2-1 釈名等義 唯識第十巻抄（成唯識論述記のことか）
6-E-5-3-A-3-2 二［7］起塔
682b27 2b24 6-E-5-3-A-3-2-1 梵云設利羅（「舎利」）
6-E-5-3-A-3-2-2 窣覩波（「塔」）
























6 6 1 c 2 1 , 
683a5
【052】 2b24-26 6-E-6 第六大段大衆現前欲聞法成就文段有三
683a15 6-E-6-1 初弥勒示相懐疑（初中有四）
6-E-6-1-1 一牒瑞徴因
683a17 2b25-26 6-E-6-1-1-1 「神，変，瑞」
683a20 【053】 2b26-27 6-E-6-1-2 二挙奇詢答
683a21 2b26 6-E-6-1-2-1 「入三昧，不可思議」
683a22 2b26-27 6-E-6-1-2-2 「現希有事」
683a25 2b27 6-E-6-1-2-3 「誰能答者」
683a26 【054】 2b27-29 6-E-6-1-3 三推功上徳
683a27 2b29 6-E-6-1-3-1 「我今当問」
683a27 2b28 6-E-6-1-3-2 「文殊師利，法王子」
683a29 2b28 6-E-6-1-3-3 「已曽親近」
683a29 2b28-29 6-E-6-1-3-4 「供養諸仏」
683b3 6-E-6-1-4 四謙己方陳
683b4 6-E-6-1-4-1 論云問於一人…皆不相違 ［法華］論（3b23-26）
683b8 6-E-6-1-4-2 為現大相因故者 ［法華論］（3b26-29）
683b11 6-E-6-1-4-3 何故唯問文殊不問余人（有二） ［法華論］（3b29-c3）
683b16 6-E-6-1-4-4 示現種種瑞相者 ［法華論］（3c3-4）
683b17 6-E-6-1-4-5 所見六趣衆生…皆名現住
683b23 6-E-6-1-4-6 論以文殊能記彼事…外徳満故 ［法華］論（3c4-8）
683b27 6-E-6-1-4-7 重復釈言
683c2 【055】 2b29-c3 6-E-6-2 次衆人実生心惑
683c3 2c2 6-E-6-2-1 「是仏光明，神通之相」





683c12 【057】 2c5-7 6-E-6-3-1-2 後発問先因
683c13 2c5-6 6-E-6-3-1-2-1 「而有此瑞」
683c13 2c6 6-E-6-3-1-2-2 「神通相」
683c14 2c6 6-E-6-3-1-2-3 「放光明」等
683c17 2c7 6-E-6-3-1-2-4 「悉見彼仏国界莊厳」















684a18 【059】 2c10-12 6-E-6-3-2-1-2 次三頌頌前威儀中雨華動地等（三事）⑶
6-E-6-3-2-1-2-1 一頌半雨華（1.5）
684a24 【060】 2c12-14 6-E-6-3-2-1-2-2 半頌動地（0.5）
6-E-6-3-2-1-2-3 一頌四衆歓喜⑴
684a26 【061】 2c14-16 6-E-6-3-2-1-3 後五十頌頌説因中照境所見分斉為二
6-E-6-3-2-1-3-1 初一頌半頌照境（此頌器世間）（1.5）
684a29 2c15 6-E-6-3-2-1-3-1-1 「皆如金色」




684b10 2c17 6-E-6-3-2-1-3-2-1-1 「生死」
684b11 2c17 6-E-6-3-2-1-3-2-1-2 「所趣」
684b13 2c17 6-E-6-3-2-1-3-2-1-3 「受報好醜」
684b14 2c17 6-E-6-3-2-1-3-2-1-4 「善悪業縁」
684b19 2c18 6-E-6-3-2-1-3-2-1-5 「於此悉見」 有頌（発智論と婆沙論に同文あり），［法華］
論
684b25 【063】 2c18 6-E-6-3-2-1-3-2-2 次半頌頌見仏（0.5）
684b26 2c18 6-E-6-3-2-1-3-2-2-1 「師子，聖主，諸仏」














684c12 3a1 6-E-6-3-2-1-3-2-3-2-A 「厭」
684c15 【066】 3a4-6 6-E-6-3-2-1-3-2-4 次一頌半頌四衆（1.5）
3a5 6-E-6-3-2-1-3-2-4-1 「見聞若斯，及千億事」





685a9 3a7 6-E-6-3-2-1-3-2-5-1-1 「恒沙菩薩」







3a8 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-1-1 一「金」 説文
3a8 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-1-2 二「銀」
3a8 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-1-3 三「珊瑚」
3a8 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-1-4 四「真珠」 仏地論
3a8 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-1-5 五「摩尼」
3a9 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-1-6 六「車𤦲」







3a9 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-2-6 六「乗」 周礼
3a10 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-2-7 七「宝飾輦」
3a10 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-2-8 八「宝飾輿」 説文
685b16 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-3 次施成度⑴ 成唯識［論］
3a11 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-3-1 「願得仏乗三界第一」
685b21 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-1-1-4 後施雑物⑴




















686a8 【070】 3a18-19 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-3 次一忍⑴
686a11 【071】 3a20-21 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-4 次一勤⑴
3a20 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-4-1 「精進」有五 ［法華］経





686a26 【073】 3a24-25 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-6 後三慧⑶
6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-6-1 此一加行智⑴
3a24 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-6-1-1 「智深」「志固」







686b5 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-1-6-2-2-5 魔羅 雑蔵（雑宝蔵経）
686b12 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-1-2 次習二益円成［此六度中皆具二利］
686b15 【075】 3a28-29 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-2 後之両頌八風不動三悲接物⑵
6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-2-1 此八風不動
686b16 3a28 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-2-1-1 「宴」
686b18 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-2-1-2 八風 瑜伽
686b25 【076】 3a29-b1 6-E-6-3-2-1-3-2-5-2-2-2 此三悲接物




686c7 3b2 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-1-1 「甞」
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686c8 3b2 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-1-2 「経行林中」 華厳［経］






687a3 【079】 3b4-6 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-3 一頌半［耐怨害］忍（1.5）
3b5 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-3-1 「増上慢」






















687a20 3b9 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-5-1-A 「肴」
















687b13 【082】 3b15-19 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-6 三頌慧⑶
687b14 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-6-1 初一後得智法施無尽故⑴ 迦葉経（大宝積経）
687b17 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-6-2 次一正智証無相⑴
687b17 3b17 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-6-2-A 「二相」
687b20 6-E-6-3-2-1-3-2-5-3-6-3 後一加行求正道故⑴ 有本















687c9 3b22 6-E-6-3-2-1-3-2-6-B-1-1-2-A 梵云踰繕那（「由旬」） 菩薩地（瑜伽師地論），倶舎頌，余経
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687c14 3b23 6-E-6-3-2-1-3-2-6-B-1-1-2-B 「縦，広」
687c17 3b24 6-E-6-3-2-1-3-2-6-B-1-1-2-C 「露，幔」 宝塔品
687c22 3b24 6-E-6-3-2-1-3-2-6-B-1-1-2-D 「宝鈴和鳴」
687c24 【085】 3b25-26 6-E-6-3-2-1-3-2-6-B-1-2 後一頌八部供養⑴
687c26 【086】 3b26-28 6-E-6-3-2-1-3-2-6-B-2 後二頌結造塔勝⑵





688a6 【088】 3c2-5 6-E-6-3-2-2-1-2 後二頌挙見二事問⑵
6-E-6-3-2-2-1-2-1 初頌牒自他之両見⑴
6-E-6-3-2-2-1-2-2 後頌挙此彼之被瞻⑴
688a10 【089】 3c5-6 6-E-6-3-2-2-2 後四頌推事請答（分四）⑷
6-E-6-3-2-2-2-1 初一頌推時請答⑴




688a18 【091】 3c9-10 6-E-6-3-2-2-2-4 後一頌正請彼答⑴
6 6 1 c 2 3 , 
688a21
【092】 3c11-12 6-E-7 第七文殊師利答成就（大分為三） ［法華論］
6-E-7-1 初標名総告 ［法華］論（3c17-23）






















688b27 3c12 6-E-7-2-C 「惟，忖」












688c4 3c13 6-E-7-2-1-1-1-A 「大法鼓，雨大法雨，吹，螺」
688c7 6-E-7-2-1-1-2-A-1 疑者＝即欲説大法 ［法華］論（4a8-9）
688c9 6-E-7-2-1-1-2-A-2 已断疑者＝即雨大法雨 ［法華論］（4a9）
688c13 6-E-7-2-1-1-2-A-3 根熟者＝即撃大法鼓，不断大法鼓 ［法華］論（4a9-12）
688c18 6-E-7-2-1-1-2-A-4 入密境界者＝即建大法幢 ［法華］論（4a12-13）
688c21 6-E-7-2-1-1-2-A-5 進取上上清浄義者＝即然大法炬 ［法華］論（4a13-14）
688c25 6-E-7-2-1-1-2-A-6 取一切智現見者＝即吹大法䗍　 ［法華］論（4a14-15），涅槃［経］










689a12 【094】 3c14-15 6-E-7-2-2 現見世聞文字章句意甚深因（文中有三） ［法華論］（4a18-20）
6-E-7-2-2-1 一挙過去
689a17 【095】 3c15-16 6-E-7-2-2-2 二結成今
689a18 【096】 3c16-17 6-E-7-2-2-3 三釈其意
3c16-17 6-E-7-2-2-3-1 「難信」





689b2 3c18 6-E-7-2-A-1-1-1-1-1 梵云阿僧企耶（「阿僧祇」） ［法華論］（4a22-23），倶舎論，華厳経
689b5 3c18 6-E-7-2-A-1-1-1-1-2 劫臘波（「劫」） ［法華論］（4a23）
3c18 6-E-7-2-A-1-1-1-1-3 「不可思議」 ［法華論］（4a21-22）
6-E-7-2-A-1-1-1-1-4 不可称 ［法華論］（4a22）
6-E-7-2-A-1-1-1-1-5 不可量 ［法華論］（4a22）
689b8 3c17 6-E-7-2-A-1-1-1-1-A-1 「無量」 今［法華］経
3c18 6-E-7-2-A-1-1-1-1-A-2 「無辺」
3c18 6-E-7-2-A-1-1-1-1-A-3 「不思議」 般若［経］（四分）
689b10 6-E-7-2-A-1-1-1-1-B 劫 菩薩地（瑜伽師地論/二種），瑜伽［師地論］，
古摂論，本［法華］論（五種）












689c5 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2 十号 瑜伽［師地論］八十三
689c8 3c19 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-1 一如来（総序）
689c9 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-1-1 報身仏 涅槃経
689c13 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-1-2 法身仏 般若［経］
689c14 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-1-3 義雖略得非此宗義 成実論
689c16 3c19 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-3 三正等覚 ［瑜伽師地］論
689c17 3c19 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-2 二応［/阿羅漢］ 成唯識［論］，本［法華］論（十五義），瑜伽［師
地論］，此［法華］経
689c24 3c19 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-4 四明行円満
690a4 3c19 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-5 五善逝
690a7 3c19 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-6 六世間解
690a15 3c20 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-7 七無上丈夫調御士
690a20 3c20 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-8 八天人師
690a22 3c20 6-E-7-2-A-1-1-1-2-2-9 九仏［陀］







690b7 【099】 3c20-22 6-E-7-2-A-1-1-1-3 三讃法勝妙希（十徳） 八十三（瑜伽師地論）
690b8 3c21 6-E-7-2-A-1-1-1-3-1 一「初善」
690b9 3c21 6-E-7-2-A-1-1-1-3-2 二「中善」
690b10 3c21 6-E-7-2-A-1-1-1-3-3 三「後善」 ［大］智度論，宝篋経，瑜伽［師地論］
690b19 3c21 6-E-7-2-A-1-1-1-3-4 四文巧（「其語巧妙」）
690b21 3c21 6-E-7-2-A-1-1-1-3-5 五妙義（「其義深遠」）
690b22 3c21-22 6-E-7-2-A-1-1-1-3-6 六純一（「純一無雑」）
690b23 3c22 6-E-7-2-A-1-1-1-3-7 七円満（「具足」）
690b25 3c22 6-E-7-2-A-1-1-1-3-8 八「清」浄
690b27 3c22 6-E-7-2-A-1-1-1-3-9 九鮮「白」
690b28 3c22 6-E-7-2-A-1-1-1-3-10 十「梵行」 新経
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690c13 3c24 6-E-7-2-A-1-1-1-4-5 辟支迦仏陀（「辟支仏」）




690c20 【102】 3c29-4a1 6-E-7-2-A-1-1-2-3 （此有二妙）一号同妙
6-E-7-2-A-1-1-2-4 二法同妙
























691a18 【105】 4a4-5 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-1-3 三明王化
6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-1-3-1 如何今言各領四天下
6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-1-3-2 如何彼仏有子而作輪王 無量義［経］，法華［経］，鼓音王経
691b2 【106】 4a5-7 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-2 二出家（有三）
6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-2-1 一形随真侶
691b7 【107】 4a7 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-2-2 二行出塵中
691b11 【108】 4a7-8 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-1-2-3 三得遇良縁堅修福慧
691b13 【109】 4a8-9 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-2 第二同今時成 法華［経］，無量義［経］
691b16 【110】 4a10-11 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-3 第三今威儀成（有三）
6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-3-1 一仏入定
691b19 【111】 4a11-13 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-3-2 二器世間
691b20 【112】 4a14-17 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-3-3 三有情世間









691c6 【115】 4a21-22 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-5-2 欲知光因縁推覓答
4a22 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-5-2-A 「為」
691c8 【116】 4a22-23 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-6 第六同今答成
6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-6-1 一伝燈眷属 法華経，無量義経
691c11 【117】 4a23-25 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-6-2 二因説此経
691c26 【118】 4a25-27 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-6-3 三時節短長 ［法華］論
692a2 【119】 4a27-28 6-E-7-2-A-1-1-3-1-1-6-4 四大衆安楽
692a6 【120】 4a28-b2 6-E-7-2-A-1-1-3-1-2 二唱滅異即
692a9 4a29 6-E-7-2-A-1-1-3-1-2-A-1 「沙門」
692a11 4a29 6-E-7-2-A-1-1-3-1-2-A-2 「婆羅門」
692a13 【121】 4b2-3 6-E-7-2-A-1-1-3-1-3 三当成仏記（有二）
6-E-7-2-A-1-1-3-1-3-1 一標
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692a16 【122】 4b3-5 6-E-7-2-A-1-1-3-1-3-2 二［授］記
4b4-5 6-E-7-2-A-1-1-3-1-3-2-A 「多陀，阿伽度，阿羅訶，三，藐，三，仏陀」 増一阿含
692a25 【123】 4b5-6 6-E-7-2-A-1-1-3-1-4 四現入涅槃 涅槃経
692a28 【124】 4b6-7 6-E-7-2-A-1-1-3-A-2 下四因滅後行化
6-E-7-2-A-1-1-3-2 ［第二］二摂取諸仏転法輪因 ［法華］論
692b3 【125】 4b7-9 6-E-7-2-A-1-1-3-3 第三善堅実如来法輪因 ［法華］論
4b8 6-E-7-2-A-1-1-3-3-A 「堅固」
692b8 【126】 4b9-10 6-E-7-2-A-1-1-3-4 第四能進入因 ［法華］論
4b9 6-E-7-2-A-1-1-3-4-A-1 「供養」
6-E-7-2-A-1-1-3-4-A-2 諸仏
692b12 【127】 4b10-11 6-E-7-2-A-1-1-3-5 第五憶念因（文分為二） ［法華］論
6-E-7-2-A-1-1-3-5-1 一八子成仏
692b17 【128】 4b11-13 6-E-7-2-A-1-1-3-5-2 二八百弟子成仏（有二）
6-E-7-2-A-1-1-3-5-2-1 一染因 ［法華］論
692b22 【129】 4b13-15 6-E-7-2-A-1-1-3-5-2-2 二浄因
4b14-15 6-E-7-2-A-1-1-3-5-2-2-A 「供養，恭敬，尊重，讃歎」 ［法華］論
692b26 【130】 4b15-16 6-E-7-2-A-1-2 後一因［10］古今相即答（有二） ［法華］論
6-E-7-2-A-1-2-1 一即人
692c1 【131】 4b16-18 6-E-7-2-A-1-2-2 二即法




















692c23 【134】 4b27-28 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-2 次一時成⑴
692c25 【135】 4b29-c1 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-3 次二頌半威儀成（有二）（2.5）
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-3-1 一頌入定⑴






693a6 【137】 4c5-6 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4 次十頌半説因成（有三）（10.5）
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-1 二句放光（0.5）
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-2 二句照境（0.5）
693a9 【138】 4c7 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3 九頌半如今所見是諸仏土（9.5）
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-1 初半頌六趣衆生（0.5）
693a16 【139】 4c8-9 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-2 三頌見仏（分三）⑶
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-2-1 一見浄土⑴
693a20 4c9 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-2-1-A 梵云吠琉璃（「琉璃」）
693a21 4c9 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-2-1-B 頗胝迦（「頗梨」） 智度論
693a26 【140】 4c10-13 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-2-2 一見供養⑴
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-2-3 一正見仏⑴
693a28 【141】 4c14-15 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-3 一頌聞法⑴
693b2 【142】 4c16-17 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-4-3-4 一頌見四衆⑴





693b11 【144】 4c26-28 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-5 次一頌半欲聞成（1.5）
693b15 【145】 4c29-5a3 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-6 後四頌答成（有二）⑷
6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-6-1 初二頌因説此経⑵ 此［法華］経
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693b21 【146】 5a4-7 6-E-7-2-A-2-1-2-1-1-6-2 後二頌時節短長⑵
693b23 【147】 5a8-11 6-E-7-2-A-2-1-2-1-2 次四頌頌唱滅異即（分三）⑷
6-E-7-2-A-2-1-2-1-2-1 二頌唱滅⑵
693b27 【148】 5a12-13 6-E-7-2-A-2-1-2-1-2-2 一頌誡勧所化⑴ ［法華］経
693c3 【149】 5a14-15 6-E-7-2-A-2-1-2-1-2-3 一頌大衆悲悩⑴
693c5 【150】 5a16-17 6-E-7-2-A-2-1-2-1-3 次二頌半頌当成仏記（有二）（2.5）
6-E-7-2-A-2-1-2-1-3-1 一頌勧勿生憂⑴
693c9 【151】 5a18-20 6-E-7-2-A-2-1-2-1-3-2 後一頌半正明授記（1.5）
693c11 【152】 5a21-24 6-E-7-2-A-2-1-2-1-4 後二頌頌現入涅槃⑵
6-E-7-2-A-2-1-2-1-4-1 初一頌現入涅槃⑴
6-E-7-2-A-2-1-2-1-4-2 後一頌見失良医精勤慕道⑴
693c14 【153】 5a25-26 6-E-7-2-A-2-1-2-2 後九頌頌余四因滅後行化（分四）⑼
6-E-7-2-A-2-1-2-2-1 初一頌摂取諸仏転法輪因⑴
693c20 【154】 5a27-28 6-E-7-2-A-2-1-2-2-2 次一頌善堅実如来法輪因⑴ 真諦釈
694a6 【155】 5a29-b1 6-E-7-2-A-2-1-2-2-3 次一頌能進入因⑴
694a8 【156】 5b2-3 6-E-7-2-A-2-1-2-2-4 後六頌憶念因（分二）⑹
6-E-7-2-A-2-1-2-2-4-1 初一頌憶八子⑴
694a11 【157】 5b4-8 6-E-7-2-A-2-1-2-2-4-2 後五頌憶八百弟子（分二）⑸
6-E-7-2-A-2-1-2-2-4-2-1 初二頌半憶染因（2.5） 周礼，鄭玄
694a20 【158】 5b9-13 6-E-7-2-A-2-1-2-2-4-2-2 後二頌半憶浄因（2.5）
6-E-7-2-A-2-1-2-2-4-2-2-1 初五句憶浄五因（1.25）
6-E-7-2-A-2-1-2-2-4-2-2-2 後五句憶浄二果（1.25）
694a23 【159】 5b14-15 6-E-7-2-A-2-2 後三頌頌古今相即（有三）⑶
6-E-7-2-A-2-2-1 初一頌即人⑴
694a27 【160】 5b16-17 6-E-7-2-A-2-2-2 次一頌即法⑴
694a29 【161】 5b18-19 6-E-7-2-A-2-2-3 後一頌結成⑴
6 8 8 b 3 , 
6 9 2 c 5 , 
694b4
【162】 5b20-21 6-E-7-3 後有二頌語衆勧知陳仏今説（有二）⑵
6-E-7-3-1 初一頌明仏説法雨道芽生令進善也⑴
694b9 【163】 5b22-23 6-E-7-3-2 後一頌明仏説法令求道者疑惑皆除断滅
衆悪⑴
6-E-7-2-A-2-C 此後二頌雨大法雨⑵
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